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令和４年度 高等部研究 

Ⅰ 研究テーマ  

 

「児童生徒の自立的・主体的な生活につながる授業実践の取組」 

～  各教科等との関連を意識した作業学習の授業実践と改善  ～ 

Ⅱ 研究テーマ設定の理由 

 令和３年度当初、新たに全体研究テーマに基づいた学部研究に取り組むにあたり、以下の３点に基づ

いて学部研究テーマ及びサブテーマを設定した。詳細については令和３年度の研究の中間まとめ資料を

参照いただきたい。 

 

 １ 学校教育目標・学部教育目標から 

 ２ 高等部の授業づくり（作業学習）から 

 ３ これまでの学部研究から 

 

Ⅲ １年次の研究について 

 １ 研究内容と方法について 

  １年次の研究では主に以下の内容に取り組んだ。詳細は令和３年度の研究の中間まとめ資料を参照

いただきたい。 

（１） 学部研究の基本構想と共通理解 

（２） 「できる状況づくり」「各教科に分けて考える視点」の検討と共通理解 

（３） 「できる状況づくり」「各教科に分けて考える視点」を活用した授業実践と PDCAサイクルに

よる授業改善の取組 

（４） 授業づくりシート等のさらなる活用と改善 

（５） 研究のまとめ 

 

２ 研究の成果と課題 

一年間の研究を受け、１年次の成果と２年次の研究に向けた課題を以下にまとめる。 

   

（１）成果 

① 「できる状況づくり」について 

       各作業班で現状の「できる状況づくり」を確認し，さらに生徒ができることが増えるよう

に今後取り組める「できる状況づくり」を協議しながら授業改善を行ってきた。「できる状況

づくり」を意識した授業を行うことで，子どもたちの自信につながってきている。その自信

が，「人に教える」「自分から挨拶をする」「自分から報告をする」「責任をもつ」「時間を意識

するようになった」「家でも調理をするようになった」等，生活の中でも生徒の変容がみられ

るようになってきた。 

    ② 「各教科等に分けて考える視点」をもつための取組について 

「各教科に分けて考える視点」をもつために，作業班毎に目標や評価についてどの教科と
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関わりがあるか検討し，各教科等との関わりを作業班毎に共通理解することで，ほとんどの

教員が各教科等との関わりを再認識したり，意識して授業を行ったり，授業改善することが

できるようになってきた。  

③ 授業づくりシートの活用について 

昨年度までの研究で様式を検討してきた「授業づくりシート（単元計画シート，授業記録シ

ート）を作業目標と各教科との関わりを見出しやすくするように改善し，２回の授業参観週間

で活用した。それぞれの授業を検討する際，授業づくりシートを活用することで，以下の成果

を得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業づくりシートの活用により，上記のように，教師の見方・考え方が変わることで，生徒

にも良い影響が出ている。以下に各作業班で見取った生徒の変容をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各教科を意識して授業したり，改善したりすることができた。 

・関わる職員がどこにポイントを置いて指導すれば良いか引き継ぎをすれば良いか明確

になった。 

・「関する教科」をポイントにして見直すと，十分取り入れてできている点，教科をもう

少し取り入れた方が良い点が明らかになった。 

・問題点が明確になり，指導改善に役立った。 

・職員が情報を共有することによって，指導が統一された。 

・次の課題を生徒も職員も意識して考えるようになった。（食品班） 

・生徒の目標を共有することで指導に統一性や系統性が生まれ，効果的な指導ができた。そ

の結果，決められた範囲の草をきれいに取れるようになり，範囲も広げることができた。

（農耕班） 

・出来高の個数を記録することで，生徒の技術力の向上が目に見える形で確認できた。明確

に確認することで生徒への声掛けを行う際，具体的で前向きな言葉掛けが多くなり，生徒

の作業意欲・自信が高まった様子が感じられた。（縫製班） 

・毎日目標を設定することで，細かな指導ができるようになった。それにより，生徒も目標

や，やることが分かりやすくなり，意識して作業に取り組めるようになった。（リサイク

ル班） 

・授業づくりシートを活用したことによって，次への課題が明確になり，課題達成の機会が

増え，生徒の自信につながった。（受託班） 

・授業づくりシートを活用したことによって，生徒の成果と課題が明確になり，教師のアプ

ローチがスムーズにできた。生徒の課題をより具体的な表現で目標にし，伝えることで

（丁寧に作る→ひびが入らないように作る，粘土を落とさないように等），生徒が目指す

目標がはっきりし，生徒のモチベーションがあがったり，課題克服がスピードアップした

りした。（陶芸班） 
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（２）課題 

① 各教科等との関連について 

      各教科等との関連を意識できるようになってきているが，さらにどの教科のどの力がつい

たのかを見取る力をつけることで，子供の実態をより細かく見取り，次に期待する子どもの姿

をより具体的に思い描きながらの授業づくり，授業改善をしていきたい。そのために，各教科

等に分けて考えることの意味の確認や各教科等を意識した授業をしたことで成長した子ども

の姿の確認をして，より具体的な子供の姿をとらえる授業づくりを目指していきたい。 

 

② 授業づくりシートの様式について 

      各教科等を通した子どもの実態が捉えやすくなるようなシートの工夫や態度などの行動面

と各教科等との関連について学部全体で検討していくことで，各教科等への意識がさらに高

まり，生徒の姿をより具体的に見たり目指す生徒像に近づくことができたりすると考える。 

 

Ⅳ ２年次の研究の内容と方法  

１ 学部研究の基本構想と共通理解 

２ 「できる状況づくり」「各教科に分けて考える視点」の検討と共通理解 

３ 「できる状況づくり」「各教科に分けて考える視点」を活用した授業実践と PDCAサイクルによる

授業改善の取組 

４ 授業づくりシート等のさらなる活用と改善 

５ 研究のまとめ 

 

Ⅴ 研究計画  

月 期日，内容 主な内容 

４ 

18日 学部研① ・令和４年度前沢明峰支援学校全体研究計画（案）の概要に

ついて周知 

・学部研究の方向性について提案・協議 

５ 

18日 学部研② 

 

27日 全体研究会① 

・学部研究の内容，計画等について協議，資料の検討 

・授業研究会担当者（作業班）の検討 

・学部研究について全体に提案 

６ 
16日 学部研③ ・高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」につ

いて検討 

７ 

８日 授業研究会①（小） 

21日 学部研④ 

・小学部の授業提案についての協議 

・高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」につ

いて共通理解 

・単元の目標設定の視点の確認 

８ 18日 学部研⑤ ・「できる状況づくり」について検討 

９ 
５～９日 授業参観週間① ・授業記録シートを活用した授業実践 

16日 学部研究会⑥ ・授業参観週間（授業実践）の振り返り 
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28日 授業研究会②（中） ・中学部の授業提案についての協議 

10 20日 学部研⑦ ・授業参観週間に向けた計画、準備 

11 

11日～17日授業参観週間② 

17日 学部研⑧ 

18日 授業研究会③（高） 

・授業記録シートを活用した授業実践 

・授業参観週間（授業実践）の振り返り 

・高等部の授業提案についての協議 

12 15日 学部研⑨ ・学部研究のまとめ，反省  

１ 
16日 学部研⑩ 

 

・学部研究の反省 

・学部研究のまとめ，全体研究会資料の検討 

２ 
16日 学部研⑪ 

24日 全体研究会② 

・全体研究資料の確認 

３ 10日 学部研⑫ ・次年度の研究内容についての意見交換，方向性の確認 

 

Ⅵ 研究の推進にあたって  

１ 高等部の授業づくり（作業学習） 

（１）「働く」ことを学校生活の中心に据え、「作業学習」に取り組む。 

（２）生産や販売活動をとおして卒業後の「働く」意欲を高められる授業づくり 

（３）個に目を向け、高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」に沿った目標設定と評価

を生かした授業づくり 

     

２ 「できる状況づくり」 

（１）具体的内容の探索 

（２）「ヒト（伝達と共感）」「モノ（道具と場の設定）」「コト（活動内容と展開）」の３観点で整理 

 

３ 「各教科に分けて考える視点」 

（１）より具体的に子どもの姿を捉え、自立的・主体的な姿を目指した授業づくり、改善 

（２）各教科等を通した子どもの実態が捉えやすくなるようなシートの工夫 

 

Ⅶ 研究の実際 

１ 高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」について 

  学部目標や作業学習のねらいを踏まえ、それらを達成するために教育課程の中心である作業学習

における生徒の具体的な実態や様子から「育成を目指す資質・能力」について整理し、明確にした。 

（１）資質・能力の三つの柱に沿った具体的な姿の整理 

高等部作業学習における「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性」

について具体的な生徒の姿を作業班ごとにワークショップを行った。高等部作業学習における「育成

を目指す資質・能力」について具体的な姿を各作業班で意見交換した【図１】。高等部作業学習にお

ける「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性」についてワークショッ

プの記録【表１】をまとめた。また、学部研究会を通して職員間で確認し、共通理解することができ

た。 
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【図１】高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」について具体的な姿につ

いて行ったワークショップの記録 

【知識及び技能】作業の手順や道具の使い方を理解し、正確に作業する。 

【思考力・判断力・表現力】自分で考えて作業を進め、必要な質問や報告をする。 

【学びに向かう力・人間性】目標を意識し、仲間と関わりながら意欲的に作業に取り組む。 

【表１】高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」 
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（２）整理した三つの柱に沿って単元の目標設定 

    高等部で共通理解した作業学習における「育成を目指す資質・能力」の三つの柱にそった具

体的な姿を参考に作業班毎にワークショップを行い、単元の目標や評価の視点【図２】を思考

し、そこから個人の目標設定、評価の視点【図３】を考えた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 授業記録シートを活用した「できる状況づくり」の検討 

   授業記録シートを活用し、個人の目標、活動内容についての支援について『目標達成のために考え

られる「できる状況づくり」』として「ヒト（伝達と共感）」「モノ（道具と場の設定）」「コト（活動

内容と展開）」の３観点で整理した。 

（１）活動を関連する教科でみる視点 

   授業記録シートに記入する活動内容に関連する教科を記載することとした【図４】。 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

【図２】「育成を目指す資質・能力」の三つの柱に沿って思考した単元の目標ワークショップシート 

【図４】授業記録シート活動に関する教科 

【図３】「育成を目指す資質・能力」の三つの柱に沿って思考した個人の目標ワークショップシート 
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（２）具体的な姿から支援を３観点で整理 

   授業記録シートに記入する支援について「目標達成のために考えられる『できる状況づくり』」

という項目で「ヒト（伝達と共感）」「モノ（道具と場の設定）」「コト（活動内容と展開）」の３観

点で思考した【図５】。 

 

 

 

 

 

    

 

 

  

 

 

3 授業参観週間（授業実践）の実施 

      高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」を具体的に認識し、目標設定や評価の視点に

ついて授業記録シートを活用した上で指導案を作成し、授業づくりに取り組んだ。授業参観週間を実

施することで授業を見合い意見交換を行った。「活動」「実際の支援」「評価」を記録し、単元の成果

と課題を授業記録シートにまとめた【図６】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図５】授業記録シートの目標達成のために考えられる「できる状況づくり」 

【図６】授業記録シート「実際の活動と評価」「単元を振り返って」 
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Ⅷ 研究のまとめ 

 １ 成果 

（１）高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」の明確化 

高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」について共通理解することで、単元や個人

の目標について 3 観点に沿って具体的に設定できた。このことで、作業班内の指導者間で目指す

方向性が一致した統一された指導につながり、生徒については落ち着いて作業に集中することや

スムーズな指示の受け入れにつながった。 

 （２）活動を教科で捉える視点 

    授業記録シートを活用し、生徒の活動内容について各教科を意識した視点をもつことで、指導者

が生徒の具体的な姿を捉え、目標設定や手立てを共有した。手立てや支援方法を整理し、作業班の

指導者が共通した観点で生徒の指導を繰り返した。目標を明確にしたことで生徒の主体性や自信

につながった。 

 （３）「ヒト」「モノ」「コト」で考える「できる状況づくり」 

    授業記録シートの個人の活動内容についての支援を「ヒト」「モノ」「コト」に分けて考えた。具

体的にシートに書き出すことで、一つの活動に対しての支援を細分化し、具体的な内容になったこ

とで教師間のズレのない支援の共有につながった。 

    生徒への支援が細かい部分まで統一されたことでスムーズに活動に取り組む生徒やコミュニケ

ーションなどそれぞれの目標の達成につながった 

（４）授業記録シートの活用 

    学部研究会の中で作業班ごとに授業記録シートの内容についてのワークショップを行った。授

業記録シートを通して指導者全員が個々の生徒の課題や目標について共有し、生徒の実態につい

て情報交換したことで生徒を多面的に捉え、生徒一人一人の具体的な課題と改善点をイメージす

ることにつながった。ワークショップを通して次の授業へ活かすことができた。 

 

 ２ 課題 

 （１）高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」の定着 

    高等部作業学習における「育成を目指す資質・能力」について３つの観点を示したが、まだ、定

着には至っておらず、目標設定や評価の視点に活用できなかったというアンケート結果が見られ

た。目標設定、評価について「育成を目指す資質・能力」の観点を活用していきたい。 

 （２）授業記録シートを活用した授業づくりの PDCAサイクル 

    高等部研究のアンケート結果の中に「一つの単元で完結せずに、次の単元に活かすことが大事」

「授業に対して後追いで作成してしまった」という回答が見られた。今回学部研究会を機会に授業

記録シートの作成を行ったが、本来、日常的に活用し、次の授業、次の単元へとつなげていくこと

で最大の効果が得られるものと考える。生徒の実態や活動内容など日常的に記録できるようなシー

トの活用方法を考えていく。 
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